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5．小規模事業者における生産管理の 

情報化に向けた取り組み 
ものづくり技術支援グループ ○松本陽斗、松村一弘 

ケーアイシー（株）      熊井俊一、領毛隆志 

 

1．はじめに 

 顧客ニーズの多様化等に伴って、製造業においても生産体制は、

大量生産から、変種変量生産へと変革してきている。多くの種類

の製品を効率的に生産するため、製造業では、IoT 等の情報通信

技術を用いて、工場内の機械設備や管理システム等をインターネ

ットに接続し、あらゆる情報を収集・活用することで、製造プロ

セスの円滑化や、製品の高付加価値化等が進められている。特に、

ものづくり分野は、情報の利活用を推進する構想である「コネク

テッドインダストリーズ」の重点 5 分野に含まれており、情報活

用への取り組みが重要視されている。しかしながら、企業規模等

によっては、「人材・設備・費用」の基盤整備が困難であり、これ

らの取り組みを進めることは容易でない。 

そこで、本件では、主に鋳造加工品の製造を行う小規模事業者

であるケーアイシー（株）の製造効率向上に向けた、生産管理の

情報化に関する取り組みについて報告する。 

 

2．目的 

 生産管理等の情報化は、製造業の生産性向上に対して有効な手

段ではあるが、2019年版中小企業白書（中小企業庁）によると、

図 1 に示すように、中小企業の半数以上が、IoT 等の導入意向は

なく、IoTを導入している中小企業であっても、大企業に比べて、

情報活用の比率が低いことがわかる。特に、中小企業の中でも、

情報化に係わる「人材・設備・費用」の確保が難しい小規模事業

者においては、情報の付加価値化や利活用化に向けた取り組みに

着手すること自体が難しく、情報活用により、生産性の向上を図

ることは容易ではない。 

そこで、小規模事業者の生産性向上を目的に、鋳造加工品の生

産に係わる製造及び管理業務の情報化を検討した。 

 

3．取組内容 

 はじめに、対象業務の課題を抽出するため、業務内容を整理し

た図 2 に示す業務フローを作成し、製品の生産工程や管理項目等

を検証した。その後、製品毎の生産工程表及び QC工程図の作成を

試みる過程において、工程の進捗状況が見える化されていないた

め、生産計画の立案に時間を要する点や、製造現場から生産計画

の全容を確認することが困難である点等、作業効率に係わる課題

が挙げられた。そこで、これらの課題の解決にむけ検討した結果、

図 3 に示すように、生産数、生産開始日時及び生産完了日時等の

図 1 IoT等の導入・活用状況 

図 2 鋳造加工品製造業務 
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計画値と実績値を詳細管理する生産計画管理機能、鋳造品及び機

械加工品毎の在庫管理機能、製造現場に対する生産計画に基づい

た生産指示機能の三機能を主とする管理システムが有効である

と判断した。また、小規模事業者の抱える「人材・設備・費用」

の課題を克服するためには、事務作業等での使用経験者も多く、

小規模事業者であっても既に使用環境が整備されていることが

望ましい。そこで、目標とする鋳造加工品用の管理システムを、

一般的な表計算ソフトウェアである Microsoft Excelと、その拡

張機能である Visual Basic for Applicationsを用いて KIC型シ

ステムとして構築した。その特徴を以下に示す。 

①生産計画機能：ガントチャートでの進捗管理（図 4） 

②在庫管理機能：鋳造品と機械加工品毎の在庫数量算出 

③生産指示機能：製造現場向け生産指示票の出力（図 5） 

また、試用開始後に顕在化した課題に対処し、情報登録機能や操

作画面等の改善を図り、高い使用性を実現した。 

 

4．結果と考察 

 開発した KIC型システムの有効性を検証するため、約 4ヵ月間

の運用を行った。その結果、システムの動作に問題は生じず、操

作性は良好で、生産計画を検討する度に、現場に赴く必要がなく

なったことにより、生産計画立案時間は約 5%削減された。これ

は、製造工程の進捗状況をガントチャートで見える化し、在庫数

を表示したことで、各工程における適正な処理数量と予定期間の

把握が容易になったことによると言える。また、製造現場では、

作業負荷の偏りや工程の無駄が改善され、作業効率が約 3%向上

した。これは、生産計画立案時に工程負荷が見える化されたこと

と、生産指示票を確認することで、現場では作業準備がしやすく

なったことによると考えられる。よって、生産計画機能、在庫管

理機能、生産指示機能を備えた当該のシステムは、対象業務の生

産性の向上に有効である。 

 さらに、設備の稼働状況や生産数等の情報を、図 6に示すよう

な機器で自動収集し、当該のシステムと連携させることで、計画

に対する実績等が即時確認可能となり、より管理業務の効率化が

期待できる。 

 

5．まとめ 

 本取り組みでは、業務実態に即した KIC型システムを構築し、生産管理の情報化と、それによる生産

性の向上を実現した。このような、単一管理機能を組み合わせたシステムの構築手法は、他の小規模事

業者の生産性向上に対しても、有効であると考えられる。今後は、同手法による、地域の製造業におけ

る情報化についても推進する。 
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図 4 進捗管理用ガントチャート 

図 3 主要な管理機能 

図 5 生産指示票 

図 6 情報化に用いる機器例 

管理項目： 品名、型式、図面番号、工程、生産予定数、

生産完了数、作業開始予定日、作業開始日、

作業終了予定日、作業終了日、発注者


